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障害を持つ人たちの居場所づくり

つながらーと２０２２を応援しています！

ジャマイカ知的障害者協会JAID

ろう学校で職業トレーニングを行いました！ @LINKUPJAJA
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　知的障害を持つダーシーと出会ったのは、前回滞在し
ていた２０２１年のことです。
　高齢の両親とダーシーは、丘の中腹に建てられた「掘っ
立て小屋」のような家で暮らしていました。そこには電気
も水道も通っておらず、夜間はオイルランプで過ごし、水
はふもとにある牛の水飲み場から調達していました。雨を
しのぐ屋根がある以外は、ホームレスとあまり変わりない
ような大変厳しい暮らしぶりでした。
　父は８０代、母は７０代後半で、仕事が出来るような
コンディションではありません。母は糖尿病の影響で全盲
になっており、通院以外で外出することはなく「目が見えて
いた時は教会に通っていた」と昔を懐かしみます。高齢で
障害のある両親と知的障害を持つダーシーの生活困窮レ
ベルは深刻で緊急的支援が必要だと感じましたが、ジャ
マイカに生活保護はありません。ダーシー親子は親族や
近所の人に少しずつお金を恵んでもらって命を繋ぐしか
ありませんでした。
　何ができるというわけではありませんでしたが、せめて
顔を見に行こうと決めて、滞在先の庭で取れるマンゴーを
たくさん袋に詰め、彼らの家の近くの小売店でクラッカー
やパンなど腐りにくい物を少し買い、渡していました。

　私が帰国してからしばらくしてお父さんが亡くなった
と聞き、残された母と娘がどうしているかとても心配し
ていましたが、実際に彼女らが引き取られた親戚の家
を訪れ、心配は安堵に変わりました。大人６人とその子
供たちが暮らす大家族の家で、お母さんとダーシーは
リラックスして過ごしており、生活レベルもグッと上がっ
ていました。「お風呂に入れるようになったんだな」とい
うのが彼らと再会して一番初めに感じたことです。家に
は子供がたくさんいて賑やかで、その明るい雰囲気に
ダーシーの顔もパッと明るく輝きます。ダーシーを訪れ
る際、絵を描くのが好きな彼女と一緒に絵を描きます。
お父さんが亡くなったことは残念ですが、お母さんの娘
さんやお孫さんがお母さんとダーシー親子を引き取っ
てくれたことは本当に良かったです！
　NPO法人LINK UP JAJAは、ジャマイカで障害を持つ
人たちの居場所（福祉作業所）を作ることを目指して活
動しています。現在は家庭訪問などを通して障害を持
つ人たちとのつながりを広げると共に、地域の学校や
障害者協会とも関りを深めています。道のりは長いかも
しれませんが、出来ることからコツコツと活動を積み重
ねていきます！

障害を持つ人たちの 居 づくり事業場 所



　障害があるなしは関係なし、みんなで一緒に音楽を
楽しむ音楽祭「つながらーと」が５月２２日に開催され
ます。NPO法人LINK UP JAJAも今年初めて協賛させて
頂きました！
　主催者の豊田朝日登（あさひと）さんは、発達障害な
どの障害を持つ児童に運動を教える放課後等デイサー
ビスを大阪市内で営んでおられます。様々な生きづらさ
を持つ子供たちが運動を通して体や心の使い方を学び
すこやかに育成することを目的に活動されているそう
です。
　つながらーとに協賛すると、障害を持つ子供や若者
がスポンサーのイメージ画を描いてくれます。主催者
の豊田朝日登（あさひと）さんがNPO法人LINK UP  JAJA
についてはぜひジャマイカで描いてもらってくださいと
おっしゃって、数年前から関わりのある小学校Inverness 
Primary Schoolに制作依頼しました。
　さらには、絵を描くのが大好きなダーシーにも他ス
ポンサーさんのイメージ画を製作依頼してくださり、大
工さんでマリア様が好きというスポンサーさんのため
に一生懸命絵を描いてくれました。ダーシーには大工
ということは伝えず「マリア様を描いてね」とだけ伝えた
のですが、ダーシーが描いたのは家でした。まるで大工
さんだということがダーシーに伝わっていたかのような
不思議な出来事です。
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Artwork
入場無料で、リンコップジャジャも出展しますので、
ぜひ遊びに来てください！
つながらーとHP　
https://tunagarart.jp/

@tunagarart

つながらーと2022
5月22日（日）
大阪城野外音楽堂

　2019年に国が発表しているデータでは、通級に
通っている発達障害を持つ児童生徒数は134,185
名でした。10人に1人がHDAD（注意欠陥・多動性障
害）を持つとも言われる現代社会。ちょっとみんなと
違っても「それでええやん」と自分も周りも思える社
会ってどうやったら作れるのでしょうか？つながらー
とはその問いに答えてくれるようなコンサートです。



　ジャマイカでは、コロナの影響で2020年3月から学
校の対面授業がほとんど行われませんでした。今年3
月、ようやく学校が完全開校し、Chupseも2年ぶりに
活動を再開することが出来たのです。
　今回NPO法人LINK UP JAJAはChupseにピアスな
どのアクセサリーを、ユニフォームセンターにヘアバ
ンド制作を依頼しました。それぞれの作業場で働くの
は支援学校卒業生の方々です。何年も勤めるベテラ
ンもいれば、この3月から働きだしたメンバーもいま
す。支援員の助けを借りながら、自分のペースで、ひと
つひとつ丁寧に制作しています。
　在校時に叩き込まれたのか、皆さんとても礼儀正し
く、働き者です。もちろん、真面目さの中にもチャーミ
ングな個性が見え隠れし、彼らと過ごす時間はとても
スイートで、幸せな気持ちにさせてくれました。
　５月中旬から、CHAKACHAKAオンラインストアに
てChupseの商品を発売予定です。ジャマイカらしさ
がいっぱい詰まった商品を楽しみにお待ちください。

A I DJ
ジャマイカ知的障害者協会

Chupse
　ジャマイカ唯一の知的障害者が通う作業所が、首都
キングストンにあります。アクセサリー工場である
Chupse（チュップス）とユニフォーム工場であるJAID 
Uniform & Production Centre（ユニフォームセンター）
は、ジャマイカ知的障害者協会（JAID）の敷地内にあり
ます。
　敷地内にある特別支援学校では知的障害を持つ学
生が学びます。前号でご紹介したリンコップジャジャ会
員のカブさんはJAIDのスクールガーデンで活動してい
ました。それらの施設では、卒業生などの知的障害を
持つ人たちも作業人として働いています。



　トレーニング開催を後押ししてくれた副校長が「スキルを
得た数名が自己投資し、鍵編み製品を売るようになるのも近
い。教師が生徒たちにも鍵編みを教えられるのが素晴らしい
点。校長もこの取り組みを高く評価している」と喜んでくださ
いました。トレーニングに参加した人たちがNPO法人LINK 
UP JAJAに製品を卸してくれる日も近いかもしれません！今後
このような取り組みを他の学校やコミュニティーグループに
も広げていきたいと考えています。
　後で知ったのですが、教師として働く聴覚障害者は一般の
教師としての資格は持っておらず、臨時講師のような形で雇
われているそうです。障害がある人の雇用機会がいかに限ら
れているかを思い知ると同時に、ジャマイカでは障害者に限
らず人権保障のための市民運動が足りないと感じます。人権
保障の考え方が進み、社会福祉が整う日本で当たり前にある
社会福祉制度（生活保護など生活に困った人を支える制度、
お母さんや子ども、お年寄りや障害がある人を支援する制度
など）は、ジャマイカにはあまり用意されていません。ジャマ
イカの人たちが「自分の人権は自分が勝ち取るのだ」と立ち
上がるため、NPO法人LINK UP JAJAとしてどのような取り組
みができるのか、考え続けます！

　ジャマイカで仕事を得るのは簡単ではありません。障
害を持っていればなおさらです。物価が高いジャマイカ
で生き抜くため、クリエイティビティ（創造性）を育み、手
に職をつけることはとても重要です。今回、NPO法人LINK 
UP JAJAの新たな取り組みとして、聴覚障害者が通う学校
「St. Christopher School for Deaf」で短期集中型の職業
トレーニングを行いました。週に１度の鍵編みクラスを8
週に渡って開催し、鍵編みのプロである知人を講師に招
きました。
　トレーニングには卒業生２名と聴覚障害当事者である
教師５名が参加し、鍵編みをすぐマスターする人もいれ
ば、苦戦する人もいました。みんなに諦めないで最後ま
で参加してもらうため、トレーニングの終わりには毎回お
茶菓子を出します。ジャマイカの人は甘いものに目がな
いんです！経費節約のため、また少しでも体に良いもの
を提供するために、フルーツやナッツをふんだんに使っ
たパウンドケーキを毎週焼きました。

＜トレーニングにかかったおおよその費用＞
講師料　12,800円／卒業生の交通費　3200円／
材料費　5,000円／お茶菓子　3,800円
合計　約24,800円
　年会費、寄付金を使わせて頂きました。ご支援ありが
とうございます。
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会 員 募 中 ！

LINK UP

楽天銀行
支店番号
口座番号
名義

第三営業支店           
253　
7194483　
ＮＰＯ法人ＬＩＮＫ　ＵＰ　ＪＡＪＡ

　新年度が始まりました！NPO法人LINK UP JAJA
の年度は毎年４月から翌年３月です。みなさまか
らの年会費を心よりお待ちしております。今後とも
心温かい応援、よろしくお願いいたします。

　Syncable （決済サイト）ではクレジットカードで
も決済できます。

　CHAKA CHAKAオンラインストアにてジャマイカ
製品を多数入荷しております。ジャマイカの障害当
事者が製作した商品や職人さん手作りのクラフト
アイテムなど、バラエティー豊かに取り揃えており
ます。「サポート・ローカル」をモットーに作り手さん
と直接取引しており、商品の売上金は法人の活動
費用に充てております。ぜひこの機会にストアを覗
いてみて下さい。

@LINKUPJAJA

新商品多数入荷！

　
https://syncable.biz/associate/LINKUPJAJA/donate/membership


